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伸一：PICS対策の考え方とリハビリテーションの役割―多施設共同研究J-RELIFEから―．シンポジウム10
「PICS，PICS-Fに対する治療戦略」. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

神津　玲，花田匡利，及川真人，名倉弘樹，竹内里奈：いかに患者のモチベーションをアップするか：リ

ハビリテーションの立場から．シンポジウム5「いかに患者のモチベーションをアップするか」. 第44回日

本呼吸療法医学会学術集会プログラム・抄録集 :  2022.

神津　玲：理学療法士における専門性の真価とは：内部障害理学療法からの視点．教育セミナー1. 第32回
長崎県理学療法学術大会抄録集 :  2022.

青木秀樹，西村朝久，祐野　毅，片岡英樹，山下潤一郎，今村圭文，神津　玲：COVID-19による肺炎から

の回復期における呼吸リハビリテーションの効果〜中等症Ⅱを呈した2ケースの経験から〜. 第32回長崎県理

学療法学術大会抄録集 :  2022.

神津　玲：慢性呼吸器疾患に対する呼吸理学療法の課題．シンポジウム2「これからの呼吸理学療法を詠

む」. 第8回日本呼吸理学療法学会学術大会プログラム集 :  2022.

Hanada M, Ishimatsu Y, Sakamoto N, Akiyama Y, Kido T, Ishimoto H, Oikawa M, Nagura H, Takeuchi R, Mukae H,
Kozu R：Relationship between urinary Titin N-fragment and the change of muscle mass in patients with interstitial lung
disease. 第8回日本呼吸理学療法学会学術大会プログラム集 :  2022.

陶山和晃，縄田康郎，新貝和也，橋本修平，菊地結貴，吉嶺裕之，神津　玲：遠隔的呼吸リハビリテー

ションにより運動機能および身体活動性が改善したCOPD患者の1例. 第8回日本呼吸理学療法学会学術大会

プログラム集 :  2022.

及川真人，花田匡利，名倉弘樹，竹内里奈，神津　玲：肺癌患者における術後の吸気筋力障害の発生頻度

と運動耐容能との関連性. 第8回日本呼吸理学療法学会学術大会プログラム集 :  2022.

大野一樹，髻谷　満，神津　玲，千住秀明：血痰や頻脈により術後理学療法に難渋した胸腔内慢性拡張性

血腫の1例. 第8回日本呼吸理学療法学会学術大会プログラム集 :  2022.

森下辰也，永田 郁弥，遠山 柊介，陶山 和晃，板木 雅俊，田中 貴子，神津 玲：虚弱高齢者における舌圧と

その関連要因. 第28回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会抄録集 :  2022.

玉木　彰，川越厚良，神津　玲：呼吸サルコペニアにおける呼吸筋力と呼吸筋量の指標と測定方法．

「ワークショップ2　呼吸サルコペニアとその対策―4学会合同ポジションペーパーの発刊にあたり―」. 日
本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

北川知佳，角野　直，出川　聡，力富直人，田中貴子，神津　玲：呼吸リハビリテーションの費用対効

果．ワークショップ4「呼吸リハビリテーションのステートメントを検証する」. 日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌 32Supplement:  2022.

千住秀明，大松峻也，髻谷　満，神津　玲：肺NTM 症と呼吸リハビリテーション．コーヒーブレイクセミ

ナー1. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

樋口陽美，森下一樹，町口輝，花田匡利，石松祐二，坂本憲穂，迎　寛，神津　玲：間質性肺疾患急性増

悪患者のADL低下とその関連因子および予後への影響. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌

32Supplement:  2022.

管　恭徹，花田匡利，田中貴子，石松祐二，坂本憲穂，迎　寛，神津　玲：間質性肺疾患患者に対する自

己効力感の評価の試み. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

伊東　宏，大植かほり，角野　直，北川知佳，出川　聡，力富直人，田中貴子，神津　玲：COPD患者に対

する入院による呼吸リハビリテーション後の健康関連QOLの変化に関連する要因. 日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌 32Supplement:  2022.

内村　壮，森　駿一朗，池内智之，河野哲也，神津　玲，津田　徹：呼吸器専門病院に紹介された安定期

のCOPD患者特性. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

名倉弘樹，及川真人，花田匡利，矢野雄大，田中康友，渡部　翼，竹内里奈，高畠英昭，関野元裕，神津

玲：ICU獲得性筋力低下を生じた重症患者における退院時の運動機能に影響する因子の検討. 第44回日本呼

吸療法医学会学術集会プログラム・抄録集 :  2022.
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南川勇二, 西　祐樹, 藤井慎太郎, 生野公貴, 森岡　周：回復期脳卒中患者における上肢活動量の時空間特性 -
加速度計を用いた特徴分類- . 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 211, 2022.

水田直道, 蓮井成仁, 西　祐樹, 比嘉康敬, 松永綾香, 山本泰忠, 大西　空, 佐藤悠樹, 中谷知生, 田口潤智, 森岡

周：脳卒中患者の歩行における筋シナジー併合の下降性神経メカニズム . 第20回日本神経理学療法学会学術

大会抄録集 20: 185, 2022.

林田一輝, 西　祐樹, 森岡　周：歩行中の感覚運動不一致に関する研究 ―自己の観察視点に着目した予備実

験の報告―. 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 374, 2022.

池内 智之，井本 久紀，恒成由佳，佐々木　烈1，内村　壮，矢野志帆里，河野哲也，神津　玲，津田

徹：リザーバ付鼻カニュラ Made in Japan. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

阿比留　顕，佐々木　遼，小泉徹児，田中貴子，麻生憲史，神津　玲：理学療法の併用が円滑なNPPV管理

に寄与し得たII型呼吸不全急性増悪の1例. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

橋本修平，新貝和也，犬塚秀太，菊地結貴，陶山和晃，吉嶺裕之，神津　玲：遠隔呼吸リハビリテーショ

ンにより運動耐容能およびQOLが改善した重症COPD患者の1例. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌

32Supplement:  2022.

永田郁弥，遠山柊介，森下辰也，陶山和晃，板木雅俊，宮城昭仁，田中貴子，神津　玲：訪問リハビリ

テーションにてADLの改善，生活範囲の拡大を認めた高齢COPD患者の1例. 日本呼吸ケア・リハビリテー

ション学会誌 32Supplement:  2022.

犬塚秀太，新貝和也，橋本修平，菊地結貴，陶山和晃，吉嶺裕之，高木理博，山下嘉郎，神津　玲：遠隔

リハビリテーションにより運動耐容能，身体活動量が向上し，長期的な運動習慣の獲得に至ったCOPD患者

の1例. 九州理学療法士学術大会 2022 in 福岡　抄録集 :  2022.

陶山和晃，縄田康郎，新貝和也，橋本修平，菊地結貴，吉嶺裕之，神津　玲：遠隔リハビリテーションの

併用が運動機能の改善および急性増悪の再発予防に寄与した重症COPD患者の1例. 九州理学療法士学術大会

2022 in 福岡　抄録集 :  2022.

名倉弘樹，及川真人，花田匡利，酒井和香，高畠英昭，平　篤，山梨啓友，下田峻椰，西田彩世，神津

玲：多職種協働での環境整備によって人工呼吸管理下に日常生活活動を拡大できた神経筋疾患の1例. 九州

理学療法士学術大会 2022 in 福岡　抄録集 :  2022.

Kozu R：Physical Therapy Practice for Critically Ill Patients in Japan. Part III. Topic lecture. The 10th Korean
Academy of Cardiorespiratory Physical Therapy Conference :  2022.

乾　康浩，水田直道，西　祐樹，山口有紀，森岡　周：脳卒中患者の不整地歩行の特徴―生体力学的パラ

メータと神経筋制御の変化－. 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 163, 2022.

西　祐樹, 南川勇二, 生野公貴, 森岡　周：回復期脳卒中患者の実生活環境における歩行の冗長性の特徴 . 第
20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 184, 2022.

陶山和晃，遠山柊介，森下辰也，板木雅俊，真崎宏則，田中貴子，神津　玲：地域住民におけるPRISmの

発生頻度とその特性に関する横断的研究. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

矢野志帆理，池内智之，森　大地，山口清香，樋口陽美，神津　玲，河野哲也，一木克之，津田　徹：

COPD患者の健康寿命に関わる因子の検討. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

佐々木　烈，松尾　聡，池内　智之，森　駿一朗，森　大地，神津　玲，河野哲也，津田　徹：COPD患者

へのHOT導入がHRQOLに与える影響. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

及川真人，花田匡利，名倉弘樹，竹内里奈，坂本憲穂，石本裕士，城戸貴志，石松祐二，迎　寛，神津

玲：間質性肺疾患患者における呼吸筋力の臨床的特徴. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌

32Supplement:  2022.
森　広輔，髻谷　満，千住秀明，神津　玲：肺非結核性抗酸菌症患者の疼痛の有病率ならびに臨床指標の

関連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

豊田裕規，髻谷　満，千住秀明，神津　：肺非結核性抗酸菌症患者における睡眠障害と臨床指標との関連.
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

町口　輝，有薗信一，俵　祐一，大曲正樹，柳田頼英，樋口陽美，神津　玲：間質性肺疾患急性増悪によ

るフレイルの変化. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

森下辰也，遠山柊介，陶山和晃，永田郁弥，鈴木拓海，板木雅俊，田中貴子，神津　玲：虚弱高齢者を対

象とした吸気筋トレーニングが咳嗽力に及ぼす効果：二施設共同ランダム化比較試験. 日本呼吸ケア・リハ

ビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.

俵　祐一，有薗信一，藤島一郎，大野友久，神津　玲：健常者の咽頭筋と嚥下機能に対する4週間の呼気筋

トレーニング. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32Supplement:  2022.
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85 .

86 .

学会発表数

社会活動

神津 玲・教授 世話人
呼吸リハビリテーションサイエンスフォー
ラム

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会

神津 玲・教授
理学療法標準化検討委員会委員　ガイド
ライン部会　部員，編集委員会委員，学
術総会検討委員会委員

（一社）日本理学療法学会連合

神津 玲・教授 副理事長，国際委員会副委員長 （一社）日本呼吸理学療法学会

神津 玲・教授
代議員，ARDS診療ガイドライン改訂版作
成
パネル委員

（一社）日本呼吸療法医学会

神津 玲・教授

評議員，九州支部運営委員，PICS対策・
生活の質改善検討委員会ワーキンググ
ループメンバー，学会認証看護師制度委
員会学会認証看護師試験問題作成ワーキ
ンググループメンバー，集中治療理学療
法士制度委員会委員，集中治療理学療法
士試験問題作成ワーキンググループメン
バー，集中治療早期リハビリテーション
委員会委員，重症患者早期リハビリテー
ション診療ガイドライン2023作成委員会
委員

（一社）日本集中治療医学会

神津 玲・教授 代議員
（一社）日本摂食嚥下リハビリテーション
学会

神津 玲・教授

理事，代議員，呼吸リハビリテーション
手技マニュアル作成委員会委員長，呼吸
リハビリテーション委員会副委員長，編
集委員会副委員長（査読責任者 AE），財
務委員会委員，学術集会プログラム委員
会委員，国際化委員会委員，学会賞選考
員会委員，将来計画委員会委員，呼吸ケ
ア指導士認定委員会委員，呼吸ケア指導
士認定審議委員会委員，呼吸ケアスキル
アップセミナー実行委員会委員，酸素療
法マニュアル作成委員会委員，医学教育
事業検討委員会委員

（一社）日本呼吸ケア・リハビリテーショ
ン学会

沖田　実・教授 代議員
（一社）日本ペインリハビリテーション学
会

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会

沖田　実・教授 普及啓発委員長 （一財）日本いたみ財団

沖田　実・教授 評議員 日本結合組織学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

沖田　実・教授 監事
（一社）日本ペインリハビリテーション学
会

加藤慶紀，知花朝恒，平田康介，寺岡優希，壹岐伸弥，石垣智也，西　祐樹，川口琢也：身体活動量が上

肢活動量に与える影響 上肢活動量計測と主観的な使用頻度に乖離を認めた脳出血後片麻痺の一例. 第20回日

本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 357, 2022.

井川祐樹，大住倫弘，松田総一郎，浦上慎司，壹岐伸弥，渕上　健，松田麻里奈，村山慎弥，木山風香，

内沢秀和，中田佳佑，西　祐樹，森岡　周：視床病変5症例における中枢性脳卒中後疼痛の特徴の違い－体

性感覚機能の特徴と脳画像解析－. 第20回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 20: 262, 2022.

0 0 0 4 15 140

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

坂本淳哉・准教授
副理事長・教育委員会委員長・ガイドラ
イン委員会委員長

（一社）日本ペインリハビリテーション学
会

坂本淳哉・准教授 理事・教育委員会委員長 （一社）日本運動器疼痛学会

西　祐樹・助教 代議員
（一社）日本ペインリハビリテーション学
会

坂本淳哉・准教授 代議員 （一社）日本疼痛学会

坂本淳哉・准教授 認定委員 （一財）日本痛み財団

坂本淳哉・准教授 評議員 （一社）日本基礎理学療法学会

坂本淳哉・准教授 会長 長崎大学理学療法学同門会

井口 茂・教授 健康ながさき２１身体活動・運動部会 長崎県

井口 茂・教授
長﨑地域リハビリテーション広域支援セ
ンター運営委員

長﨑県

井口 茂・教授
指定規則検証部会 カリキュラム検討作業
部会 部会長

（公社）日本理学療法士協会

井口 茂・教授 地域包括ケア構築支援部会 長崎県

井口 茂・教授 健康ながさき２１身体活動・小委員会 長崎県

井口 茂・教授 地域包括ケア推進協議会 長崎市

井口 茂・教授 長﨑地域リハビリテーション連絡協議会 長﨑県

井口 茂・教授 社会福祉審議会 長崎市

井口 茂・教授 地域包括支援センター運営協議会 長崎市

本田祐一郎・助教 査読委員 日本物理療法学会

本田祐一郎・助教 学術大会調整部 日本基礎理学療法学会

井口 茂・教授 指定規則検証部会 （公社）日本理学療法士協会

本田祐一郎・助教 若手ネットワーク推進部 日本基礎理学療法学会

小関弘展・教授 長崎県骨粗鬆症ネットワーク検討会 長崎県

小関弘展・教授 編集委員会委員 日本整形外科学会

田中貴子・准教授 学術局・生涯学習部・専門領域班　班長 長崎県理学療法士協会

本田祐一郎・助教 広報・渉外部 日本基礎理学療法学会

小関弘展・教授 委員 長崎市産業技術審査会

小関弘展・教授 ロコモアドバイスドクター ロコモチャレンジ協議会

小関弘展・教授 委員 長崎大学病院利益相反審査委員会

小関弘展・教授 顧問医 損害保険料率算出機構

小関弘展・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

田中貴子・准教授 代議員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授
呼吸リハビリテーション手技マニュアル
作成委員会

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授 広報委員会委員 日本呼吸ケアリハビリテーション学会

田中貴子・准教授 評議員 一般社団法人 日本呼吸理学療法学会

田中貴子・准教授 編集委員会 公益社団法人日本理学療法士学会

田中貴子・准教授 対策委員 長崎県松浦市COPD対策委員会

田中貴子・准教授 対策委員 長崎県長崎市COPD対策委員会

田中貴子・准教授 編集委員会委員 日本呼吸ケアリハビリテーション学会

田中貴子・准教授 ガイドライン・用語策定委員会 公益社団法人日本理学療法士学会

田中貴子・准教授 代議員 日本ペインリハビリテーション学会

田中貴子・准教授 呼吸リハビリテーション委員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授 国際化委員会委員 日本呼吸ケアリハビリテーション学会

神津 玲・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会

神津 玲・教授 世話人 九州肺機能談話会

神津 玲・教授 シニアアドバイザー （一社）日本呼吸筋トレーニング研究会

坂本淳哉・准教授 認定委員会 財団法人日本いたみ財団

神津 玲・教授 世話人 長崎心臓リハビリテーション研究会
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田中貴子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「慢性閉
塞性肺疾患の呼吸筋トレーニング介入戦略
のための最大吸気筋力の代替指標の開発」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「高齢者
の健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候
群の予防的介入戦略の開発」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「障
害高齢者に対する終末期リハビリテーショ
ンの真価－拘縮の新たな介入戦略の開発
－」

科学研究費助成事業 基盤研究(B)「マクロ
ファージの制御機構から変形性膝関節症に
対する運動療法の疼痛軽減効果を探る」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ミトコ
ンドリアの動態制御機構から筋性拘縮の発
生機序を探る」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「マクロ
ファージの制御機構から変形性膝関節症に
対する運動療法の疼痛軽減効果を探る」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「脊椎圧
迫骨折に起因する慢性疼痛の発生予防に向
けた遠隔リハビリテーション戦略の開発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表

科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「障
害高齢者に対する終末期リハビリテーショ
ンの真価－拘縮の新たな介入戦略の開発
－」

神津 玲・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「慢性閉
塞性肺疾患の呼吸筋トレーニング介入戦略
のための最大吸気筋力の代替指標の開発」

神津 玲・教授 日本学術振興会 分担

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「高齢者
の健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候
群の予防的介入戦略の開発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「脊椎圧
迫骨折に起因する慢性疼痛の発生予防に向
けた遠隔リハビリテーション戦略の開発」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「間質性
肺疾患におけるフレイルの意義と神経筋電
気刺激療法による介入戦略」

神津 玲・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「間質性
肺疾患患者の難治性咳嗽に対する咳嗽抑制
理学療法プログラムの適用と効果検証」

神津 玲・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「間質性
肺疾患患者の活動能力評価における身体活
動量の意義と身体活動量予測モデル開発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ミトコ
ンドリアの動態制御機構から筋性拘縮の発
生機序を探る」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
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特 許

その他
 非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

小関弘展・教授
掻破動作検出爪及び掻破動作定
量評価装置

2020年2月28日 2020年5月28日 特願2020-033148

小関弘展・教授 加圧スリッパ 2016年1月15日 2016年3月2日 特許3203382

小関弘展・教授 医療用器具及びその使用 2006年4月27日 2006年5月2日 特許232270

小関弘展・教授 把持補助具 2007年8月6日 2007年11月21日
実用新案登録第
3137833号(U3137833)

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「高齢者
の健康寿命延伸に向けた運動器不活動症候
群の予防的介入戦略の開発」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

沖田　実・教授 アルケア株式会社
共同研究「電気刺激を用いた萎縮・拘縮治療手技の開
発研究」

小関弘展・教授 株式会社　かなえ 深部静脈血栓予防具の開発に関する共同研究

田中貴子・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「間質性
肺疾患患者の難治性咳嗽に対する咳嗽抑制
理学療法プログラムの適用と効果検証」

田中貴子・准教授 長崎県医師会 分担
長崎県医師会医学研究助成金「食道がん患
者に対する術前化学療法中から開始するリ
ハビリテーションの有効性の検証」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「マクロ
ファージの制御機構から変形性膝関節症に
対する運動療法の疼痛軽減効果を探る」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「障
害高齢者に対する終末期リハビリテーショ
ンの真価－拘縮の新たな介入戦略の開発
－」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ミトコ
ンドリアの動態制御機構から筋性拘縮の発
生機序を探る」

小関弘展・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業「不動性骨萎縮の病態
解明と新たな治療戦略」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「難治性インプラント
感染における抗バイオフィ ルム戦略」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「「痒み」を評価する
客観的基準の開発」

田中貴子・准教授 勇美記念財団 代表
在宅医療等推進のための調査研究等への助
成「地域在住高齢者の肺炎に対する意識調
査と呼吸・嚥下機能の実態」

田中貴子・准教授 勇美記念財団 代表
在宅医療における感染症対策の教育および
啓発等への助成「長崎呼吸ケアネットワー
ク研究会」

小関弘展・教授 株式会社　ノビテック 掻破行動の3次元動作解析装置に関する共同研究

小関弘展・教授
公益財団法人長崎県産業振興財
団

医工食連携研究会（自助具）に関する共同研究

小関弘展・教授 株式会社　共和電業 客観的掻破強度計測装置に関する共同研究
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 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

本田祐一郎・助教 優秀演題賞
第8回日本骨格筋電気刺
激研究会学術集会

運動器不活動症候群に対する
B-SESを活用した筋収縮運動
の効果検証－異なる筋収縮回
数による比較－

小関弘展・教授 優秀演題賞
第16回日本作業療法研
究学会学術大会

骨格筋痛による皮質脊髄路の
興奮性低下に対するミラーセ
ラピーの効果：ヒトの実験的
疼痛研究

本田祐一郎・助教 Young investigator award
第54回日本結合組織学
会学術大会

不動化した骨格筋における線
維化の発生メカニズムにはミ
トコンドリアの機能不全を介
した筋核のアポトーシスが関
与する

日本リハビリテーショ
ン医学会

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

神津 玲・教授
超高齢社会で重要性が高ま
る 呼吸リハビリテーション
の役割

朝日新聞 2022年11月11日

本邦で高齢者が増加する中
で，呼吸リハビリテーション
の重要性とその役割について
解説した。

不動性骨萎縮による機械的骨
強度

田中貴子・准教授
呼吸リハビリテーションを
もっと身近に
アンケートから見えた課題

J-BREATH 2022年12月27日

呼吸リハビリテーションを取
り巻く様々な課題と、今後の
普及について説明した。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

小関弘展・教授
最優秀論文賞（The Japanese
Journal of Rehabilitation
Medicine）

沖田　実 非常勤講師（医療教育学特論・演習）
神戸学院大学大学院総合リハビリテーショ
ン学研究科

神津　玲 客員教授 森ノ宮医療大学

田中貴子・准教授
非常勤講師（リハビリテーション看護
学）

活水女子大学
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